
１．ふじみ野市将来構想 from 2018 to 2030 における位置づけ

２．施策指標と達成状況 ※網掛けの指標は前期重点プロジェクトに該当する指標です。

目標値

指標名

説明

単位

実績値

令和2年度年度 平成30年度 令和元年度

令和4年度 令和5年度

目標値 849 809 769

令和3年度 令和4年度 令和5年度

689

指標名

年度 平成30年度 令和元年度

649

実績値 727

令和5年度

目標値

実績値

年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

令和元年度　施策評価シート

施策
体系

分　野 07　都市整備 ～快適で便利なまち～

施　策 26　交通安全　－交通事故のない、安全なまちを目指します－

単位 箇所

年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

指標名 ゾーン30の指定箇所数

説明
市内の住宅密集地に県警と協力して最高速度を30km/hに規制する区域を新たに指定し目標を達成した。

重点プロジェクト

指標
５

平成30年度 令和元年度

指標
２

関　連　課
学校教育課

目　　標

事故死者数に占める高齢者の割合が高いことや自転車による交通事故が多いことなどを踏まえ、更なる交通安全対策
を進める。また、円滑な通行の妨げとなる放置自転車の解消に向けた取組を引き続き実施する。

主　管　課 都市政策部　道路課
評価責任者 櫻井　進一

評価日 令和2年7月2日

説明
駅周辺に放置された放置自転車を撤去することによって、放置自転車禁止禁止区域の周知されたため、放置自転車撤
去台数の減少につながり目標を達成した。

単位 台

施
　
策
　
目
　
標

指標名 自転車事故による負傷者数

説明
指標
１

自転車事故による負傷者数の減少に向けて、警察及び各種団体と啓発活動を実施している。また、交通安全対策とし
て、交通安全施設の修繕及び設置工事を実施した結果、目標を達成した。

単位 人

年度

5

実績値 5 5

5 5 5 5

指標名 放置自転車禁止区域における放置自転車撤去台数

指標
３

指標
４

施策目標の実現
に向けた取組

（１）交通安全意識の醸成
〇交通安全の啓発、交通マナーの向上を促進する。
〇スケアード・ストレート教育技法による交通安全教室など、より効果の高い交通安全教育を推進する。
（２）生活道路の安全対策の推進
〇「ゾーン30」など、生活道路における交通安全対策を推進する。
〇安全な自転車通行環境の整備を推進する。
（３）交通安全施設の適切な維持管理
〇交通安全施設の適切な維持管理、修繕を実施する。
（４）放置自転車の解消
〇放置自転車禁止区域における放置自転車の解消を図る。

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

目標値 5

説明

単位

653

令和2年度 令和3年度

729

139

実績値 105 81

目標値 164 159 154 149 144



３．施策への投入コスト （単位：千円）

４．評価対象年度の施策実施内容 ※網掛けの指標は前期重点プロジェクトに該当する取組です。

５．評価

取
組
⑤

取
組
③

放置自転車禁止区
域内の自転車撤去
及び市営自転車駐
車場の管理運営

上福岡駅及びふじみ野駅周辺に放置され
た放置自転車の撤去作業を実施した。指
定管理者による自転車駐車場の管理運営
に係る管理指導を実施した。

放置自転車撤去については、上福岡駅周
辺は167日、ふじみ野駅周辺は33日実施し
たことにより、撤去台数が減少した。自
転車駐車場については、指定管理者から
取消の申し出があったことから、新たに
自転車駐車場の管理運営ができる指定管
理者を指定することとした。

自転車対策事業
自転車駐車場管理運営事業

取
組
④

取
組
①

交通安全啓発活動
の実施及び交通安
全施設の維持管理

自転車事故による負傷者数の減少に向け
て、埼玉県警察及び各種団体と啓発活動
を実施した。また、交通安全対策とし
て、交通安全施設の修繕及び設置を実施
した。

交通安全運動を通じて、年4回街頭啓発活
動を実施した。主な交通安全施設の修繕
及び設置の内訳として、道路反射鏡修繕
を35箇所、防護柵修繕については39箇所
実施し、自転車事故等の防止を図った。

交通安全推進事業（一部）

取
組
②
ゾーン30の設置

生活道路の安全対策として、市内の住宅
密集地に埼玉県警察と連携しゾーン30区
域指定した箇所の交通安全施設の維持管
理を実施した。

市内の5地域を最高速度を30km/hとする
ゾーン30に指定し、速度規制、安全施設
のほか、啓発看板等より、住宅密集地の
交通安全の推進及び交通事故の防止を
図った。

交通安全推進事業（一部）

令和4年度

実施内容 実施実績と効果 主な事務事業

令和5年度平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

一般財源 184,428 142,186 150,124

支
出

事務事業費 163,809 122,189 132,439

収
入

特定財源 8,162 8,581 10,893

人件費 28,781 28,578 28,578

街頭活動を通じての交通安全意識の啓発や交通安全施設の修繕等の実施により自転車事故による負傷者数は減少して
いる。また、自転車利用者への安全対策として、県西部では初となる自転車ネットワーク計画を策定し、この計画に
基づき、上福岡駅西口駅前通線の一部について、自転車通行空間路面標示設置工事を実施した。
市内の駅周辺の放置自転車撤去作業を実施することにより、放置自転車禁止区域の周知が図られ、放置自転車撤去台
数の減少に寄与していると考えられる。
今後も引き続き、交通安全啓発活動の実施及び交通安全施設の維持管理、ゾーン30の設置、放置自転車禁止区域内の
自転車撤去及び市営自転車駐車場の管理運営を実施していく。
なお、自転車駐車場の管理運営については、新たな指定管理者に対して適切な管理指導を行っていく。

指標の達成状況

順調

行政資源の活用

適切

取組の有効性

有効

施策の効果

効果が得られている

評価



１．事務事業の概要

２．事務事業費・人件費 （単位：千円）

2.20

0.00

0.20

2.20

0.00

0.20

2.20

重点プロジェクト

1,354 967 1,014

※報酬、賃金には、臨時・嘱託職員の人件費も含まれています。

154,617 110,618 117,895

地方債 0 600 600

基金 0 0 0

18,059

550 748 750

県支出金 0 0 0

その他 185 0 167

2,599

0

使用料・手数料 0 0 0

分担金・負担金 0 0 0

15 37 20,099

支出合計 155,352 111,966 119,412

14,355 5,124 2,791

0 0 0

18,059

山風呂　敏

0

0.00

0.20

令和元年度の
主な取組

道路照明灯・道路反射鏡・路面標示などの交通安全施設の修繕及び新設については、現地確認し、必要
性を判断しながら実施した。
また、平成30年度に策定した自転車ネットワーク計画に基づき、令和元年度は上福岡西口通線の一部に
ついて、自転車通行空間路面標示設置工事を実施した。

【支出】

18,549 18,321 18,321

平成30年度 実績 令和元年度 実績 令和2年度 当初予算

事
務
事
業
の
内
容

事務事業の
目的

交通安全対策の推進し、安全な環境の構築を図ることを目的としている。

事務事業の
経緯

平成25年に、自転車による交通死傷事故が県下ワースト1となったことから、その対策として市内に
「ゾーン30」区域の指定を行っている。併せて、交通安全施設の修繕設置工事を実施している。
「ふじみ野市自転車の安全な利用の促進に関する条例」を平成28年10月1日施行した。

人
件
費

18,958 18,454 0

0

事務事業の
概要

安全な道路交通環境を形成し、交通事故を未然に防止するため、道路照明灯や道路反射鏡などの交通安
全施設や路面標示などによる交通安全対策を推進する。
また、ふじみ野市は通勤・通学などで自転車を利用される市民が多く、また自転車事故による死傷者数
については県内で上位に位置していることから、県西部では初となる自転車ネットワーク計画を策定し
た。

令和元年度事務事業評価シート

事務事業名 交通安全推進事業
前年度の方向性
継続

施策
体系

分野 07　都市整備 ～快適で便利なまち～
施策 26　交通安全　－交通事故のない、安全なまちを目指します－

事務事業期間 評価日 令和2年7月2日

個別計画
根拠法令・条例等

・道路交通法
・ふじみ野市自転車の安全な利用の促進に関する条例

予算費目 一般会計　08土木費　01土木管理費　02交通安全対策費
所管部課 都市政策部　道路課 評価責任者

従事人数(人)

人件費

従事人数(人)

人件費

従事人数(人)

人件費

正規職員

再任用職員

会計年度任用職員

18,149

17,812 17,552 17,552

000

769769737

人件費計

29,551 17,556 15,000

47,525 31,862 42,453

8,340 2,555事
業
費

その他事業費

扶助費

負担金、補助及び交付金

工事請負費

使用料及び賃借料

委託料

需用費

賃金

報酬

財源
内訳

特
定
財
源

国庫支出金

一般財源
市民１人あたりの負担コスト(単位：円)



３．事務事業の指標と実績

４．事務事業の実施内容・効果

５．今後の方向性

事務事業の
実施内容・効果

〇交通安全推進事務
　・交通安全施設の設置、修繕
　　　道路反射鏡修繕　35件
　　　防護柵修繕　　　39件
　
　・自転車通行空間の整備
　　　上福岡駅西口駅前通線　延長400m

　・交通災害共済
　　　加入者数　　　　2,408人
　　　支払い事務件数　　 18件
　

〇効果
　交通事故の抑制に努めた。

指標名 ゾーン30の設置

単位 区域
年度 平成30年度

継続

来年度の方向性

市内の住宅密集地に県警と協力して、最高速度を30㎞/ｈとした区域を指定し、事故防止に努めている。

交通災害共済への加入者数の拡大を図る。

目標値 5 5
実績値

令和2年度
目標値 1,800 2,000 2,200

指標名 加入者

単位

実績値 2,400 2,408

説明

5

説明

5
5

令和元年度 令和2年度

指標名 自転車事故による負傷者数の減少

単位 人
年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度
目標値 164 159 154
実績値 105 81

自転車事故による負傷者数の減少に向けて、警察及び各種団体と啓発活動を実施している。また、交通
安全対策として、交通安全施設の修繕及び設置工事を実施している。

説明

交通事故を防止し、市民の安全・安心な暮らしを守るため、引き続き交通安全対策を推進する必要があ
る。

人
年度 平成30年度 令和元年度

指標

１

活動

指標

２

活動

指標

３

活動

中長期的方向性

継続

理由



１．事務事業の概要

２．事務事業費・人件費 （単位：千円）

0.40

0.00

0.80

0.40

0.00

0.80

0.40

重点プロジェクト

224 243 243

※報酬、賃金には、臨時・嘱託職員の人件費も含まれています。

25,615 27,742 28,239

地方債 0 0 0

基金 0 0 0

83

0 0 0

県支出金 0 0 0

その他 0 0 1,734

15,769

0

使用料・手数料 904 716 1,224

分担金・負担金 0 0 0

127 158 243

支出合計 26,519 28,458 31,197

6,001 6,362 7,194

0 0 0

0

山風呂　敏

0

0.00

0.80

令和元年度の
主な取組

平成30年度に引き続き、放置禁止区域の自転車撤去を行った。
また、自転車乗車時のヘルメット着用について市報などを活用し、啓発を行った。
なお、令和元年度は放置自転車禁止区域の指定や変更がなかったため、自転車対策審議会は開催しな
かった。

【支出】

6,184 6,268 6,268

平成30年度 実績 令和元年度 実績 令和2年度 当初予算

事
務
事
業
の
内
容

事務事業の
目的

放置自転車対策の計画立案を行い、安全な通行空間を確保する。

事務事業の
経緯

上福岡駅周辺では放置自転車禁止区域を指定していたが、ふじみ野駅西口周辺は放置禁止区域の指定を
しておらず放置自転車が多かったため、平成22年10月1日に放置禁止区域の指定を行った。

人
件
費

0 0 113

0

事務事業の
概要

自転車の安全利用、また違法に放置され交通の妨げとなり、交通安全に支障をきたす放置自転車を減ら
すための施策の立案を行う。
主な取組として、放置自転車禁止区域の自転車撤去を行う。
また、自転車の安全な利用について街頭活動や市報など活用し、啓発を行う。

令和元年度事務事業評価シート

事務事業名 自転車対策事業
前年度の方向性
継続

施策
体系

分野 07　都市整備 ～快適で便利なまち～
施策 26　交通安全　－交通事故のない、安全なまちを目指します－

事務事業期間 評価日 令和2年7月2日

個別計画
根拠法令・条例等

自転車の安全利用の促進及び自転車等の駐車対策の総合的推進に関する法律、ふじみ野市自転車放置防
止条例

予算費目 一般会計　08土木費　01土木管理費　03自転車対策費
所管部課 都市政策部　道路課 評価責任者

従事人数(人)

人件費

従事人数(人)

人件費

従事人数(人)

人件費

正規職員

再任用職員

会計年度任用職員

654

3,239 3,192 3,192

000

3,0763,0762,945

人件費計

0 440 0

116 174 956

14,091 14,973事
業
費

その他事業費

扶助費

負担金、補助及び交付金

工事請負費

使用料及び賃借料

委託料

需用費

賃金

報酬

財源
内訳

特
定
財
源

国庫支出金

一般財源
市民１人あたりの負担コスト(単位：円)



３．事務事業の指標と実績

４．事務事業の実施内容・効果

５．今後の方向性

事務事業の
実施内容・効果

〇実施内容
・放置自転車撤去作業　上福岡駅周辺　167日　ふじみ野駅周辺　33日
・延べ撤去台数　　　　上福岡駅周辺　645台　ふじみ野駅周辺　 8台
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計　653台
・返還台数　408台　　返還率　62.5％
・処分台数　471台
・保管所管理　　平日　240日　　日曜　47日　　合計　287日
・二輪車等処分台数（原動機付自転車）　　  0台
・放置自転車回収台数（放置禁止区域外）　 73台

〇効果
　放置自転車台数の減少につながった。

指標名 放置自動二輪車の撤去台数の削減。

単位 台
年度 平成30年度

継続

来年度の方向性

放置自動二輪車の撤去台数ゼロを目指す。

目標値 0 0
実績値

令和2年度
目標値

指標名

単位

実績値

説明

1

説明

0
2

令和元年度 令和2年度

指標名 駅周辺の放置自転車撤去台数の削減

単位 台
年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度
目標値 849 809 769
実績値 727 653

駅周辺に放置された放置自転車の撤去台数の削減を目指す。

説明

放置自転車の撤去台数は縮減傾向にあるが、今後も駅周辺の安全な道路環境を確保するため、放置自転
車ゼロを目指し継続して事業を行う。
また、放置自転車禁止区域を見直す範囲などについて、自転車対策審議会で協議、検討していく。

年度 平成30年度 令和元年度

指標

１

活動

指標

２

活動

指標

３

中長期的方向性

継続

理由



１．事務事業の概要

２．事務事業費・人件費 （単位：千円）

0.50

0.00

0.00

0.50

0.00

0.00

0.50

重点プロジェクト

37 33 34

※報酬、賃金には、臨時・嘱託職員の人件費も含まれています。

4,196 3,826 3,990

地方債 0 0 0

基金 0 0 0

6,353

0 0 0

県支出金 0 0 0

その他 6,500 6,500 6,381

0

0

使用料・手数料 23 17 37

分担金・負担金 0 0 0

1 1 1

支出合計 10,719 10,343 10,408

0 0 0

0 0 0

6,363

山風呂　敏

0

0.00

0.00

令和元年度の
主な取組

自転車駐車場指定管理者である日駐研・高見沢共同事業体が指定期間の平成30年4月1日から令和6年3月
31日まで管理運営を行う予定であったが、代表者団体である一般社団法人日本駐車場工学研究会の経営
状況悪化を理由に、指定取消の申出があり、令和2年3月31日に指定の取消しを行った。また、ふじみ野
市指定管理者選定委員会において、候補者の審査を行い、答申を受け、ふじみ野市指定管理者選定委員
会の答申及び、令和2年第1回定例会での議決を受け、令和2年度から残りの指定期間について、指定管理
者を構成する株式会社高見沢サイバネティックスを新たに指定管理者とすることとした。

【支出】

4,048 3,989 3,989

平成30年度 実績 令和元年度 実績 令和2年度 当初予算

事
務
事
業
の
内
容

事務事業の
目的

上福岡駅西口自転車駐車場・サービスセンター自転車駐車場・ふじみ野駅西口の大井陸橋下自転車駐車
場・苗間第1自転車駐車場及び苗間第2自転車駐車場を指定管理者により管理運営し、自転車駐車場を確
保する。

事務事業の
経緯

上福岡駅西口自転車駐車場・サービスセンター自転車駐車場・ふじみ野駅西口の大井陸橋自転車駐車
場・苗間第1自転車駐車場及び苗間第2自転車駐車場は、平成25年度から指定管理者制度を導入した。平
成28年度から所管が都市計画課となった。

人
件
費

0 0 0

0

事務事業の
概要

自転車利用者の利便性を確保するとともに、駅周辺の環境整備に資するため、市営自転車駐車場を設置
している。管理運営については、指定管理者が行う。
〇市営自転車駐車場　・上福岡駅西口自転車駐車場・サービスセンター自転車駐車場・大井陸橋下自転
車駐車場・苗間第1自転車駐車場・苗間第2自転車駐車場
〇利用料金　・自転車定期利用：15,000円／年（高校生以下半額）・原付定期利用：25,000円／年（高
校生以下半額）・自転車一時利用：100円／回・原付一時利用：200円／回

令和元年度事務事業評価シート

事務事業名 自転車駐車場管理運営事業
前年度の方向性
継続

施策
体系

分野 07　都市整備 ～快適で便利なまち～
施策 26　交通安全　－交通事故のない、安全なまちを目指します－

事務事業期間 評価日 令和2年7月2日

個別計画
根拠法令・条例等

自転車の安全利用の促進及び自転車等の駐車対策の総合的推進に関する法律、ふじみ野市自転車駐車場
条例

予算費目 一般会計　08土木費　01土木管理費　03自転車対策費
所管部課 都市政策部　道路課 評価責任者

従事人数(人)

人件費

従事人数(人)

人件費

従事人数(人)

人件費

正規職員

再任用職員

会計年度任用職員

6,418

4,048 3,989 3,989

000

000

人件費計

308 0 0

0 0 0

0 0事
業
費

その他事業費

扶助費

負担金、補助及び交付金

工事請負費

使用料及び賃借料

委託料

需用費

賃金

報酬

財源
内訳

特
定
財
源

国庫支出金

一般財源
市民１人あたりの負担コスト(単位：円)



３．事務事業の指標と実績

４．事務事業の実施内容・効果

５．今後の方向性

事務事業の
実施内容・効果

〇自転車駐車場稼働状況（令和元年度）
　　　　　　　　　　　　　　　　　自転車定期利用収容台数　　　稼働率（％）
・上福岡駅西口自転車駐車場　　　　　　　　  529 (530)　　　　　99.81
・大井陸橋下自転車駐車場                    464 (600)          77.33
・苗間第1自転車駐車場                    　 224 (340)　　　　　65.88
・苗間第2自転車駐車場                       425 (450)          94.44

※サービスセンター自転車駐車場は一時利用のみであり定期利用は無し。
　( )内は、収容可能台数

〇指定管理者の指定状況（今後4年間、過去7年間）
・令和 2年度から令和 5年度まで：株式会社高見沢サイバネティックス（議会の議決）
・平成30年度から令和元年度まで：日駐研・高見沢共同事業体
・平成25年度から平成29年度まで：日本コンピュータ・ダイナミクス株式会社

指標名

単位
年度 平成30年度

継続

来年度の方向性

目標値
実績値

令和2年度
目標値

指標名

単位

実績値

説明

説明

令和元年度 令和2年度

指標名 自転車駐車場収益

単位 千円
年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度
目標値 6,500 6,500 6,500
実績値 6,500 6,500

自転車駐車場管理運営費の収益

説明

各駅とも民間の自転車駐車場があるが、駅周辺の自転車駐車場として、引き続き市営自転車駐車場の管
理・運営が必要である。

年度 平成30年度 令和元年度

指標

１

活動

指標

２

指標

３

中長期的方向性

継続

理由
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